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 でもなく朝鮮人でもないというような、消極的な負」の中間者としてである。そのとき、在日朝鮮
 人のアイデンティティ・トラブルは逆に自分を救う手段となる。というのも、中間者であることに
 よって差別の「『まなざし』を受ける側の人間、と同時に、あの『まなざし』を差しむける側の人
 間、その両者」を、しかも批判的に「併せ持っている」がゆえに、その「『まなざし』の正体を見
 きわめることができる」からである。
 こうした金鶴泳の思想の重要性は、自分の生きる絶対的な場を求めないことにより、r民族的帰
 属感ニナショナル・アイデンティティ」をかたくなに拒否しつづけ、そしてr国家」「故郷」「歴史」
 r言語」r文化」といった近代人のセルフ・アイデンティティを支えている諸領域を越えて流浪し、
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』 それらの概念に疑問符を付けることを可能にしていたことにあるのである。
 [研究結果]
 以上のように、本論文では三島由紀夫、ジャン・ジュネ、金鶴泳という異質な三人のテクストを
 分析対象とし、かれらがアイデンティティ・ポリティックスをどのように攪乱し、解体しているの
 かを明確にすると同時に、その戦略的起点を境界のポリティックスに見いだし、かれらの文学的営
 みとその言語行為のもつ意義を考えてみた。とくに、異質な三人の文学者を取り扱ったのはアイデ
 ンティティ・ポリティヅクス批判を画一的なものとせず、多様な角度・視点をもってその問題に接
 近していくためであった。
 三人はそれぞれ同時代を異なる仕方で生き抜いてきた文学者である。かれらの存在条件や境遇は
 まったく違うものの、しかしにもかかわらず、つねに現下の社会システムに疑問を投げかけ、その
 暴力性を告発し、たえず人間の尊厳を問いなおしつづけた作家であったのはまちがいない。つまり
 かれらは、アイデンティティ・システムにおける不可能性や幻想性を可視化することを通じて、ア
 .イデンティティと呼ばれる保護装置の外に晒された人々のポジションを捉え直そうしていたのであ
 る。つねにシステムの中心に向かっているように見せることによって、その内部が抱えている問題
 を逆に露出しながら、あくまでも表層にとどまろうとしていた三島由紀夫、差別を生み出す政治体
 制を絶え間なくひつくり返すことによって境界を攪乱し、どこまでもく他者>へと開かれてゆきな
 がら政治的な連帯をつくり出していたジャン・ジュネ、そしてディアスポラのなかで他者性に貫か
 れながら、新たなr時代」を切り開くため、けっして容易ではないr戦い」とr共生」を試みてい
 た金鶴泳。いずれにせよ、かれらの文学の営みとその言語実践は、本質的な同一性や固定化された
 役割の二分法的な対立を通して階層秩序を維持しているアイデンティティ・ポリティックスに対抗
 するものとして実に大きな意味をもつ。そうすると、かれらの文学に限界があるかどうかというこ
 とはそれほど問題にならない。何より重要なのは、そうしたかれらの問いつめとその解釈のしかた
 にあるのであり、それをわれわれがどのように受けとめるのかということにあると思われる。
 ところで、ここで何よりも注目に値するのはかれらの言語行為とその意義である。コンテクスト
 を「翻訳する〔traduire)」ことはつねにそれを「裏切る(trahir)」行為にほかならず、それゆえ、
 テクストの言語は必然的に反社会的なしかたで紡がれる。このとき、r翻訳」は脱構築的な営みで
 ある。翻訳が言語体系の抽象的・実体的・性の幻想を打ち砕き、存在の固有なる境界線を越えて言
 語を複数の他者へむけて押し開くかぎりにおいて、それはr脱構築」的な経験になるからである。
 そうした経験をより明確に構築していた文学者が本論文で取り扱った三人である。規範化された言
 説に内在する暴力性を告発し、それを生産するシステムを解体しようと試みていたかれらは、その
 ためにほかのr言語」システムをつくり出すのではなく、むしろその支配的言説を構築する言語と
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 同じ言語をもってその体系に対峙していたのである。すでにみたように、言語の腐蝕作用と異様な
 形での増殖、そして「吃り」の言語はすべて、現実の言語を浸蝕し、変形し、その濃密な関係を破
 壊するものである。かくしてコンテクストを「翻訳する」方法はそれぞれ異なるものの、かれらは
 言語の本質的特性にまで降り立ち、それを通常の言語と異なる形で紡ぎ出すことを通じて現下の規
 範生産のシステムに対抗していたのである。
 論文審査結果の要旨
 本研究は、文学テクストが規範を撹乱し、秩序に抵抗する側面を持つことを、現代作家の作品を
 題材にとりながら検証しようというものである。とりわけ、自他の区別を立てながら自己同一性を
 強化しようとするアイデンティティ・ポリティックスを批判的に取り上げ、それが前提とする対立
 を解体しようとする言語の作用を明らかにすることが目的である。そのために、本研究は自己と他
 者の問に引かれた境界に着日し、この境界設定を撹乱し、ひいては無化してしまうような言語のあ
 り方を、三島由紀夫、ジャン・ジュネ、金鶴泳のテクストに見いだしている。
 とくに三島とジュネを論じるにあたっては、両者に共通するホモセクシュアリティの問題を取り
 上げ、性的差異の攪乱が言語によっていかに表現され、またそれがどのような政治的意味を持つか
 を詳細に論じた。三島は「正常な」男性性を誇張的に肯定したが、背後にあるホモセクシュアルな
 欲望も析出し、男女のジェンダー的対立の虚構性をあばいた。ジュネは、ホモとヘテロの対立を徹
 底的に解体し、r正常」とr異常」の関係の転倒を試みた。そうした言語実践をとおして、三島は
 同一性を内部から脆弱化し、ジュネはそれを外部の異質なものによって汚染されるがままにする。
 かくして、内部には同質性を要求し、外部には他者を排除しようとするアイデンティティ・ポリテ
 ィクスの暴力に抵抗する言語のあり方が明らかになる。さらに金鶴泳は、吃音者である苦悩をとお
 して、日本語に同化することのできない在日朝鮮人というr境界」に立つ存在を生きる文学者であ
 る。そのテクストの分析は、発話の失敗という個人的な出来事が、ナショナルなアイデンティティ
 ヘの同化圧力への抵抗という政治的意味を伴わずにいないことを示した。
 本論文の独自性は、セクシュアリティや政治の問題を、あくまで言語実践の観点からとらえ、テ
 クストの分析に徹して論じた点にある。その方法も斬新で、最新のフェミニズム理論や脱構築批評
 の操作を駆使して、性、政治、言語という分野を横断する形で論じるものとなっている。取り上げ
 た作家も、互いに異質な三人の文学者であり、そこに共通の問題設定をみるには、広く深い視野と
 幅広い学識が必要とされるものである。このように、本学位論文審査対象者は、自立して研究活動
 を行うに必要な高度の研究能力と学識を有することを示している。よって、本論文は、博士(国際
 文化)の学位論文として合格と認める。
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